
『
竹
取
物

語
』
、

「
竹
公
主

」
か
ら

「斑
竹
姑
娘
」

へ

朱

成

徳

「
斑
竹

姑

娘
」

は
君

島
久

子
、

百

田
弥
栄

子

、
伊

藤
清

司

二
}
に

よ
る

発
見

、

紹
介

以
来

、
『
竹

取
物

語
』

と

の
関
係

に

お

い
て
、

数

多

く

の
論
議

を
招

き
、
注

目
を

浴
び

て
き

た
。

両
者

の
影
響

関
係

に

つ
い

て

『
竹

取
物

語
』

か
ら

「
斑
竹

姑
娘

」

へ
と

い
う

流
れ

で
あ

る

の
が

ほ
ぼ

定

説
に
成

り

つ
つ
あ

る
。

と
り

わ
け
、

奥
津

春
雄

の

『
竹

取
物

語

の
研
究

』
三
)
に
極

め

て
詳
細

な
分
析

、
考

察
が

行
わ

れ

て

い

る
。

そ

の
内

容

を

=
言

で
纏

め

る
と

、

「 

語
故

事

」
を

源
流

と

す

る
チ
ベ

ッ
ト

に
流
伝

し

て

い
た

物
語

を
整

理

し
て

田
海

燕
が

『
金

玉

鳳

鳳
』

と

い
う

物

語
集

を
出

し

て

い

る
が
、

「斑

竹

姑
娘

」

の
話

は

「 

語
故
事

」

の
原

話
に

は
な

い
、

原
話

に
あ

る
と

し
て
も

「 

語

故
事

」
が

チ

ベ

ッ
ト

に
伝

わ

っ
た
時
期

が

十

一
世

紀
頃

で
あ

る
と
考

え
ら

れ

て

い
る
か
ら

『
竹

取
物

語
』

へ
の
影

響

は
考
え

ら
れ
な

い
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

「斑
竹
姑
娘
」
か
ら

『竹
取
物
語
』

へ
の
流
れ
が
否
定
さ
れ
る
と

同
時
に
、
前
者
の
後
半
の
求
婚
談
と

『
竹
取
物
語
』
の
求
婚
談
の
あ

ま

り

の
酷

似

に
よ

っ
て
自
然

に

提
起
さ

れ

る

の
が

『
竹
取
物

語
』

か

ら

「斑
竹

姑
娘

」

へ
の
影

響
説

で
あ

る
。
本

論
文

は

そ

の
過
程

を
明

ら

か
に
す

る

こ
と
を

主
旨

と
す

る
。

ま
ず

、

「
斑

竹
姑

娘

」
と

『
竹

取

物

語
』

と

の
関

係

の
研

究

に
お

い
て
、

全

く
無
視

さ

れ

て
き

た

わ
け

で
は
な

い
が
、

「斑

竹

姑
娘

」

と

い
う
文
献

を
考

え

る
場
合

、
筆

者

は
以

下

二
点

を

重
ね

て
断

っ
て

お
き

た

い
。

一
つ
は
、

「
斑
竹

姑
娘

」

は

一
九

四
九

年

中
華

人

民
共

和

国
成

立

以
後

の
当

代
作
者

の
創

作
作

品

で
あ

る
。

も
う

一
つ
は
、
「斑
竹
姑
娘
」
は
創
作
方
法
、
創
作
段
階
か
ら
予

想
し
て
い
た
読
者
群
な
ど
い
ず
れ
の
面
か
ら
見
て
も
児
童
文
学
作
者

の
児
童
文
学
の
範
疇
に
属
す
る
作
品
で
あ
る
。
そ
の
作
品
が
素
材
を

民
間
説
話
、
或
い
は
古
典
文
学
、
或
い
は
外
国
文
学
か
ら
借
り
た
と

し
て
も
、
そ
れ
は
児
童
文
学
作
品
で
あ
り
、
民
間
説
話
で
は
な
い
。

同
時
に
古
典
文
学
、
外
国
文
学
作
品
で
も
な
い
の
も
同
じ
道
理
で
あ
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る
。

田
海

燕

自
身

が

ど
う

語

っ
て

い
た

に

し

て
も
、

「斑

竹

姑
娘

」

が
児

童
文
学

作

品

で
あ

る
と

い
う

こ
と

は
変
わ

ら
な

い
。

田
海
燕

の

古

く

か
ら

の
友

人

で
あ

る
劉

東
遠

が
書

い
た

『
金

玉
鳳

鳳
』

(
一
九

九

二
年
版
)

の
序

文

の
内
容

も

こ
の
認
識

に

―
致

す

る
。

『
竹
取
物

語
』

か
ら

「斑
竹

姑
娘

」

へ
の
影
響

の
可
能
性

を
考

え

る
直

接

の
根

拠

は
、

「斑

竹
姑

娘

」

の
原
話

か
ら

『
竹
取

物

語
』

へ

の
可

能
性

を
考
え

る
根

拠
と
全

く

同
じ

で
あ

る
が
、

そ

の
推

測

を
可

能
に
す

る
前

提

は
、
次

の
二

つ
で
あ

る
。

一
つ
は
、
言

う
ま

で
も
な

く
、

「斑

竹
姑

娘

」

が

『
竹
取

物

語
』

よ
り

遙

か
に

後

に
出

る
文

献

で
あ

る

こ
と
、
も

う

一
つ
は
従

来

の

一
方

通
行
的

な

日
本

の
中
国

文

学

受
容

の
流

れ

に

二
〇

世
紀
初

頭
か

ら
そ

の
逆
流

も
生

じ
た

こ
と

で

あ

る
。
『
竹

取
物

語
』

か
ら

「斑
竹

姑
娘

」

へ
の
影
響

の
具

体
的

な
過

程

に

つ
い

て
、

第

二
次
世

界
大
戦

時
、

中
国
内

陸

へ
侵

入
し

て

い
た

日

本

軍
兵

士

の
あ

る
偶
然

の
き

っ
か
け

で
原

地
人

に
語

っ
た

『
竹
取
物

語
』

が

人

々

の
伝

承
に
依

っ
て
金
沙

江
辺

の
チ

ベ

ッ
ト

人

の
間
ま

で

広

が

り
、

田
海
燕

に
よ

っ
て
記

録
、
整

理
さ

れ
た

の
が

今

の

「斑

竹

姑
娘

」

の
後

半

で
あ

る
と

推
測

す
る

人
も

い
る
が

、

こ
れ

は

「斑
竹

姑
娘

」
が

チ

ベ

ッ
ト
に
伝

わ

っ
て

い
た
民
間

説
話

で
あ

る
と

い
う
錯

覚

か
ら
、

日
本

と

チ
ベ

ッ
ト
と

の
間

の
壮
大

な
地

理
的

な
空

間
を

埋

め

る
た

め

の
空

想

で
あ

り
、
否

定
出
来

な

い
と

同
時

に
証
明

も
出
来

な

い
。

こ

の
他

に
も
多

く

の
も

つ
と
有

力
な

候
補

を
立

て

る
こ
と
が

出
来

る
が
、

い
ず

れ
も

推
測

の
範

囲
か

ら
抜
け

ら
れ

な

い
。

中

国

で

の
日
本

文
学

の
翻

訳
、

紹
介

は

二
十
世
紀

初
期

か
ら
始

ま

っ
て

い
る

が
、
系

統
的

な

紹
介

の
専

門
著

書

は

一
九

四
九

年
ま

で
は

謝
六

逸

(
一
八
九

八
～

}
九

四

五
)

の

『
日
本

文
学

史
』

の
み
で
あ

る
。
謝

六
逸

は

一
九

―
八
年
春

に
日
本

に
留
学

し
、

一
九

一
九

年
早

稲

田
大

学
専

門
部

政
治

経
済
科

で
学

び
、

専

門

の
勉

強

の
傍
ら

西
洋

と

日
本

の
文
学

に
か
な

り
熱

心
だ

っ
た

ら
し

い
。

そ

の
時

の
熱

心
な

勉

強

の
結
果

が
帰

国
し

て
書

き
上
げ

た

『
西
洋

小
説

発
達
史

』
と

『
日

本

文
学

史
』
で
あ

る
。
謝

は
ま

だ

日
本

滞
在

中

の

一
九

二

一
年

一
月

、

周
作

人
、
鄭

振
鐸

、
沈

雁
氷

が
北
京

で

「文
学

研
究

会
」

を
発
起

し

た
当
時

、

そ
れ

に
加
わ

っ
て
文
学
関

連

の
文
章

を

発
表

し
続
け

て

い

た
。

帰

国

し
て
か

ら
は
、

上
海

で
商

務

印
書
館

の
編

集
、

聾
南
大

学

教

授
な

ど
を

経

て
、

一
九

二
六
年

二
月

か
ら

は
復

旦
大
学

の
中

国
文

学

学
科

で
西
洋
文

学
と

日
本

文
学

の
講
義

を

開
設

し
、

一
九

二
九
年

に
新

聞

学
科

を
創

設
し

た
、
北

新
書

局

に
よ

る

『
日
本
文

学
史
』

の

出

版
も

こ
の
年

で
あ
る
。

謝
六
逸
の

『
日
本
文
学
史
』
の
第
三
章

「中
古
文
学
」
で
は
五
頁

ぐ
ら
い
の
文
章
で

『
竹
取
物
語
』
の
梗
概
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
田

海
燕
が
こ
の
梗
概
を
見
た
こ
と
が
あ
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る

が
、
「斑
竹
姑
娘
」
の
文
章
が
こ
の
梗
概
か
ら
来
た
と
判
断
出
来
る

証
拠
は
な
い
。

『
竹

取
物

語
』
の
梗
概

が
述

べ
ら
れ

た
も

う

一
つ
の
書

物
と

し

て
、
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鄭
振

鐸

の

『
文
学

大
綱

』

が
あ

る
。

本

書

は

一
九

二
四
年

一
月

十

日

か

ら

『
小
説

月

報
』

(第

1
5
巻

第

一
期

)

で
連
載

さ

れ
、

一
九

二

七
年

上
海

商
務

印
書
館

が

出
版

し
、

―
九

三
三
年

八
月

に

「大

学
叢

書

」

に
収

め
ら

れ
再

版
さ

れ

る
が

、

『
竹

取
物

語
』

の
梗
概

は

第
十

九
章

の

「中

世
紀

的

日
本
文
学

」

で

二
頁

に
纏

ま

っ
た
も

つ
と

簡
略

な
も

の
に
な

っ
て

い
た
。

章

末

で
は
参
考

書

目
と

し

て

≦
°ρ
〉
ω
δ
5

の

「討
忌
器
..o

ピ
羅
「君。
言
「o
」

と

こ

の
本

の
芝

野
六
助

の
日
本
語

訳
な

ど
を

挙
げ

る
と

同
時

に
、

こ

の
章

の
完

成

は
謝
六
逸

君

の
多
大

な
協

力
を
得

た

の
み
な

ら
ず

、

そ

の
中

に
謝

の
日
本
文
学

史
講

義

の
原
文

を
襲

用

し
た

部
分

が
多

く
あ

る
と
注

記

し

て
い
る
。

上

で
も
言

及
し

た
よ
う

に
、

鄭
振

鐸
と
謝

六
逸

は

同
じ

く

「
文
学
研

究
会

」

の
メ

ン

バ
ー

で
も
あ

っ
た
。

一
九

二
二
年
、

鄭

が

「文
学

旬

刊
」

の
編
集

長

を
辞

め
た
時

、
そ

の
後

を
継

い
だ

の
も
謝

で
あ

っ
て
、

二
人

は
文
筆

活
動

に
於

い
て
だ

け

で
は
な

く
、
個

人
的

に

も
長

い
間
親
密

な
友

人

で
あ

っ
た
。

『
文

学
大

綱
』

の
梗
概

で
は
五
人

の
求

婚
者

の
探

し
物

の

}
つ
が

「龍

首
的

五
色

石
」

と
な

り

『
日
本

文
学
史

』

の

「龍

頭
上

的

五
色

玉
」
と

は
、

些
か

異
な

り
が

見
ら
れ

る

が
、
依
然

と

し

て

「斑

竹
姑

娘

」
と

の
繋

が
り

は
認

め
ら
れ

な

い
。

し
か

し
、

一
九

四
九
年

以
降

と
、

そ
れ

以
前

の
児
童

文
学

創
作

状

況

を
調

べ

て
見
る
と

、
意

外
な

資
料

が
視

野

に
入

っ
て
来

る
。

そ
れ

は

「竹

公
主
」

で
あ

る
,

そ

の
作

者

も
ま

た
鄭
振

鐸

で
あ

る
。

「竹

公
主

」
は

一
九

二

二
年

一
月

七

日
に
創

刊
さ

れ
た

中
国
最

初

の
児

童

文
学
専

門

週
刊
誌

『
児

童
世

界
』

で
創
刊

次

号

の

一
月

十
四

日
か
ら

八
期

に
渡

っ
て
連

載
さ

れ
た

作

品
で
、
『
竹
取
物

語
』

の

「訳

述

」

で
あ
る
。

そ

の

「
訳
述
」

者
鄭

振
鐸

は

『
児

童

世
界
』

の
創

刊

か
ら

一
年
間
主

編
集

長
を
務

め

て

い
た
が
、

創
刊

当
初

は

殆
ど

一
人

で
作

品

を
書

き
上
げ

て

い

て
、

そ

の
後
、
葉

聖
陶

、
趙

景

深
が
加

わ

る
。
「竹

公
主

」
は

―
九

二
七
年

「児

童
世

界
叢
刊

」

の

一
つ
と

し

て

出
版

さ

れ
る
。
そ

の
前

の

一
九

二
五
年

一
月

は

「
文
学
研

究
会

叢
書

」

の

―
つ
『
天
鵡

』
に
収
め
ら

れ
、
商
務

印
書

館
に

よ

っ
て
出
版

さ

れ
、

一
九

三
九

年

に
再
版

さ
れ

る
。
「竹

公
主

」
の
本

文

の
終

わ
り

に

は
、

『
竹

取
物

語
』
と
明

記

こ
そ
し

て

い
な

い
が

、
「
日
本
的

神
仙

故
事

、

鄭
振

鐸

課
述

」

と

示
さ

れ

て

い
る
。

『
天
鵡

』

に

は

『
竹

取

物

語
』

の

「課
述

」

以
外

に
、

日
本

の
童

話

二
話

と
イ
ギ

リ

ス
、

北
欧
、

イ

ン
ド

、

ロ
シ

ア
な
ど

の
童

話
三

十
四

話
を
翻

訳

し
た

り
、

再
話

し
た

り
、

部
分
的

に
削

除

し

て
梗

概

を
述

べ
た

り
し

て
載

せ

て
い
る
。

こ

こ
で
は

『
天
鵬
』

は
暫

く
お

い
て
、

「竹

公
主

」

と

「斑

竹
姑

娘

」

を

比

べ
な

が
ら
、
両

者

の
関
わ

り
を

明
ら

か

に
し
、
最
終

的

に
は

「斑

竹
姑

娘
」

と

『
竹
取

物
語
』

の
関
係

を
解

明
す

る

こ
と
を
試

み

る
。

「竹

公

主

」

は

「
月
宮

」
、

「
五

公

子
」
、

「
釈

迦

之

石
鉢

」
、

「
宝

玉
樹

枝

」
、

「
火

鼠

衣
皮

」
、

「
燕

巣
裏

的

貝

殻

」
、

「
龍
珠

」
、

「富

士

山
之
煙

雲
」

と
八

段

に
よ

っ
て
構

成
さ

れ
た

『
竹

取
物

語
』

の
再

話
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で
、

原
話

と
比

べ

て
み
る
と

大
き
な

違

い
は

二

つ
あ

る
。

一
つ
は
、
原

話

に
な

い
最

初

の

「月
宮

」
部

分

の
大
胆

な
増

設

で

あ

る
、

こ

の
部

分

は
求

婚
話

と

必
然

的
な

繋

が
り
が

な

い
児
童

趣
味

に
合

わ

せ

た
作
者

の
任
意

の
書
き

加
え

で
あ

る
。

「
斑

竹
姑

娘

」
も

後
半

の
求

婚
話

と
前
半

部

の

ス
ト

ー
リ
ー

か
ら
成

っ
て
、
「
竹

公
主
」

と
あ

る
意
味

で
同
じ
構

成
と

言
え

る
。

た

だ

「斑

竹
姑

娘

」
は
求

婚

話

以
前

の
部

分

が
異
常

に
膨

張

し
て
、
物

語
全
体

が
歴

然

た
る

二
部

構
成

に
な

っ
て

い
る
。

二

つ
目
は

、

「
竹

公
主

」

の
求

婚
者

が
難

題

に
出

さ

れ
た
宝

を

求

め

る
話
が

「釈

迦

之

石
鉢

」
、

「
宝

玉
樹

枝

」
、

「火

鼠
衣
皮

」
、

「燕
巣
裏

的

貝
殻

」
、
「
龍
珠

」
と
な

っ
て

い
て
、
『
竹

取
物

語
』

原

話
と
最

後

の

二
話

の
順

番
が

入
れ
替

わ

っ
た

こ
と

で
あ

る
。

入
れ
替

え
た

理
由

に

つ
い
て
は
色

々
推

測

で
き

る
が
、

そ
れ

は

と
も

か
く

、

「
斑

竹
姑

娘

」
も

『
竹

取

物
語

』

の
原

話

に
酷

似

し

て

い
る

に
も
関

わ
ら
ず

、
最

後

二
話

の
順
番

が

「竹

公
主

」
と

同

じ
く

な

っ
て

い
る
。

こ

の
よ
う

に

「竹

公
主

」
と

『
竹

取
物

語
』

の
違

い
を

比
較

し
て

み
な

が
ら

「斑

竹

姑
娘

」

に
対

照

し

て
み

る
と
、

「
斑
竹

姑
娘

」

が

「
竹

公
主

」

に
よ

り
近

い

こ
と

に
気

づ
く
。

全

体
的

な
構

造

以
外

に
、
五

人

の
求

婚
者

の
設

定
も

「竹

公
主
」

と

「斑
竹

姑
娘

」
と

の
間

に

は
意

外
な

関
わ

り
が

あ
り

そ
う

に
見
え

る
。
『
竹

取
物

語
』

原

話
中

の
五

人
は

い
う

ま

で
も

な
く

、

石
作

の

御

子

(
こ
こ
ろ

の
支

度

あ

る
人
)
、

く
ら

も

ち

の
皇

子

(
こ
こ
ろ

た

ば

か
り

あ

る
人

)
、
右

大

臣

阿
部

の
み
む

ら

じ

(財

ゆ

た

か
に
、

家

ひ
ろ
き

)
、

大
納

言

大
伴

の
御
行

、°
中

納

言

石
上

の
麻

呂

足

で
あ

る

が
、

こ
の
五

人
を

モ
デ

ル
に
し

て

「
竹
公
主

」
は

「官

家
的

子
弟

」
、

「
非
常

有

銭
的

人
」
、

「世

代

倣

官
的

」
、

二

個
最

愛

誇

口
、

又
是

脆

子
極

小

的

人

」
、

「家

裏

也

是

有

銭
有

勢

的

、
非

常

驕

傲
自

視

極

高
」

と

い
う

性
格

を
有

す

る

人
物

を

登
場

さ
せ

る
。

「斑

竹

姑
娘

」

の
五

人

の
設
定

は

「土

司

的

几

子
」
、

「
商

人
的

几
子

」
、

「官

家

的

几
子
」
、
「
胆
小

而

又
喜

歓
吹

牛
的

少
年

」
「驕

傲
自
大

的

少
年
」

で
、

『
竹

取
物

語
』

の
五
人

と

の
繋

が

り
が

す
ぐ

に
は
認

め
ら

れ
な

い
。

し
か

し

こ
の
五

人
は
、

全
く

「竹

公
主

」

の
五
人

か
ら

の
脱

胎
だ

と

言

っ
て
も

過

言

で

は
な

い
。

「
斑

竹
姑

娘
」

の
前

の
三

人

は
身

分

で

示
し
、

後

の

二
人

は
性

格
分

類

に
な

っ
て

い
る

こ
と

は
ど

う
し

て
も

不
自
然

で
、

そ

の
理
由

を
解

す

る
に
当

た

っ
て
す

っ
き

り
し
た

答
え

が
出

て
来
な

い
の
は
誰

で
も
気

づ

く
。
奥

津
春

雄

は

『
竹

取
物

語

の

研
究

』

で
、

「
初

め

の
三

人

は
身

分
階

級

で
示

し
、

あ

と

の

二
人
は

前

の
三
人

の
性
格

内
容

の

】
部

を

人
格

化
し

た
よ
う

な
も

の
だ

と
す

れ
ば

、

何
も

五
人

で
な

く

て
も

よ

い
わ

け

で
あ

る
。

そ
れ

で
も

や
は

り
求

婚
者

は
五
人

で
あ

り
…
」
三
)
と

述

べ

て
い
る

が
、
後

の
二
人

は

前

の
三
人

の
性
格
内

容

の

一
部

を
人

格

化
し
た

も

の
で
は

な
く
、
「竹

公
主

」

の

「燕

巣

貝

殻

」
、

「龍

珠

」

を

探

し

に
行

っ
た

「家

裏

也

是

有

銭

有
勢

的

、

非

常

驕
傲

自

視

極

高

」
、

「
一
個

最

愛

誇

口
、

又

是

謄

子
極
小

」
と

い
う
性

格
を

有
す

る

人
物
を

そ

の
ま
ま

受
け
継

い
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だ
も

の
で
、
そ
の
原
形
は

中
納
言
石
上
の
麻
呂
足
と
大
納
言
大
伴

の
御
行
で
あ
る
。

以
上
大

き
な
枠

組

み

で
の

「竹

公
主

」
と

「斑
竹

姑
娘

」
と

の
類

似
を
述

べ
て
来
た

が
、

文
章

の
細
部

に
立
ち

入

っ
て

『
竹

取
物

語
』

を
参
照

し
な

が
ら
読

み
比

べ
る
と
、

ま

た

「竹

公
主

」
と

「斑

竹
姑

娘
」
と

の
間

の
い
く

つ
か

の
類

似
箇

所
を

指
摘

す

る
こ
と

が

で
き
る
。

『
竹
取
物

語
』

で
は
火
鼠

の
皮
衣

の
所
在

に

つ
い
て

「
西

の
山
寺

に
あ

り
と
聞

き
お

よ
び

て
」

と
し
、

西

の
山
寺

で

の
具
体
的

な

話
は

展
開

し
な

い
。

「竹

公
主

」

で
は
、

他
椚
到
了
山
上
、
到
庭
技
不
到
寺
院
。
祇
是
在
山
頂
上
技
到
了

幾
根
石
柱
和
許
多
石
階
。
可
以
知
道
當
初
實
是
有

―
所
寺
院
在

那
個
地
方
。
他
椚
大
喜
、
在
齪
石
中
細
細
的
尋
挨
。
最
後
在
石

堆
下
面
技
到
了

一
個
鐵
箱
。
;̂

と

話

を
展

開

さ
せ

る
。

「斑

竹

姑
娘

」

も
主

人

公
が

山

に
辿

り
着

い

た

後
、

す
ぐ
寺

を

見

つ
け

る

こ
と
が

出
来

ず
、

ち

ょ

っ
と

し
た
曲

折

を
経
る

こ
と

と
、

見

つ
か

っ
た

の
が

寺

そ

の
も

の
で
は
な

く
、
廃

蹟

で
あ

っ
た

こ
と
が

「
竹

公
主
」

と

一
致
す

る
。

そ

の
原
文

を
引

用
す

る
と
次

の
よ

う

で
あ

る
。

雪

山
是
撲

到

了
、

可
是
技

不
到

那
座

古
廟
。

他

又
耐

心
地
在

雪

山

裏
探

尋
、

還
是
挟

不
到

古
廟

、

只
在

一
個

山

頂
上
、

技

到
了

一
堆
砕

瓦
頽

垣
。
但

出
乎

意
外

、
在

砕

瓦
頽
垣
裏

発

現
了

一
個

石
厘
。

三̂

「竜

の
頸

に
五
色

に
光

る

玉
」

を
探

す
話

は

、
『
竹
取

物

語
』

で

は
大

納

言
大

伴

の
御

行

が
播

磨

の
明

石

の
浜
に

漂
着

し

て
、

「
国
に

仰

せ
給

て
、

手
輿

つ
く
ら

せ
給

て
、

に
よ

う

く

担

は
れ

給

て
、

家

に

入
給

ひ
ぬ

る
」
と

家

に
戻

る
が
、

「竹

公
主
」

で
は

主

人
公

が
海

岸

に
辿

り
着

い
た
後

を
次

の
よ

う
に
述

べ
た
。

這
個

海
岸

離
他

本
郷

恨
遠
。

陸

路
是

不
能

通
的
。

他

又
不
敢

再

坐
船

了
。

所

以
就
留
在

這
個

地
方

,

過
他
的

絵

生
。
(三)

陸
路

で
は
本
郷

ま

で
行
け

な

い
海

岸

に
漂
着

し
て
そ

こ
に
流

落

す

る

よ
う

に
な

る

こ
と

は

「斑

竹
姑
娘

」

も

一
致

す

る
。

そ

の
原
文

を
引

用
す

る

と
次

の
よ
う

で
あ

る
。

但

又
技

不
到
任

何
通
大

陸
的

路
径

、

只
好

死
心

、
帯

着
那

些
手

下

人
住
在
島

上

、
永
遠

流
落

海
外

了
。
(四
)

た
だ

、

ま
た

「
後
来

、
有

些
人

背
着

他
上
船

漂
海

、

回
到

了
家

郷
、

送

了
消

息
給

斑

竹

姑
娘

。
」

と
永

遠

に
海

外

に

流
落

し

た
と

言

い
な

が
ら

、
本

郷

に
戻

っ
た
と
述

べ
、

矛
盾

で
物

語

で

ほ
ぼ

何

の
働

き
を

果
た

さ
な

い

一
言
を

書
き
添

え

て

い
る
。

「斑
竹

姑
娘

」

の
求

婚
談

は

「竹

公
主
」

の
本

文

に
比

べ
る

と
か

な
り

簡
略
な

叙
述

に
な

っ
て

い
る
。

そ
れ

に
も
関

わ

ら
ず
、

文
章

の

細

部

ま

で
類
似

を
持

っ
て
い
る

こ
と

は
、

田
海
燕

の
再
話

は

「
竹
公

主
」

の

ス
ト
ー

リ
だ

け

聞

い
た

上

の
再

話

で
は

な
く

、

「
竹

公
主

」

の
本

文
を

見
た

上

で
の
再
創

作

で
あ

る
と

ほ
ぼ
断

定

出
来

る
。

結
論
を
言
え
ば
、
「斑
竹
姑
娘
」
の
後
半
の
求
婚
話
は

『竹
取
物
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語
』

で

は
な
く

「
竹

公
主
」

の
再
話

で
あ

る
。

勿

論

、

「
竹

公
主
」

は

『
竹
取

物

語
』

の
再

話

で
あ

る

か
ら
、

「斑

竹

姑
娘

」

の
求

婚

話

の
原
話

は

『
竹
取

物
語
』

に
あ

る
。

田
海

燕
が

ど
う

い
う

き

っ
か
け

で
、

ど
う

い
う

形

の

「竹

公
主

」

の
本
文

に
触

れ
た

か
は

一
切

不
明

で
あ

る
が

、
「
日
本
的

神
仙

故
事

、

鄭
振

鐸
課

述
」

の
よ

う
な

注
記
が

削
ら

れ
た

に

し

て
も
、

第

八
段

の

「
富

士
山

之
煙

雲

」
を

削
除

し
た

本

文

で
さ
え

な

け

れ
ば

、

「
竹

公

主

」

の
原
話

が
日
本

の
物

語

で
あ

る
と

知

り
得
た

可
能

性
は
あ

る
。

し
か

し
、

彼
が

そ

の
原
話

が

『
竹
取
物

語
』

だ
と

知

っ
て

い
た
と

は

必
ず

し
も

言

い
切
れ
な

い
。

〈注

〉

(
一
)

百

田
弥
栄

子

「竹

取
物

語

の
成

立

に
関
す

る

一
考

察

」

(『
ア
ジ

ア

・

ア

フ
リ

カ

語
学

院
紀

要

』
第

三

号
、

一
九
七

二
年

十

}
月

〉、

君

島
久

子

「チ

ベ

ッ
ト

の

『
竹

娘
説

話

』
と

『
竹
取

物

語
』
」

(『
説
話

文

学
研

究
』

第

六

号
、

】
九
七

二
年

三
月
)
、

伊
藤

清

司

『
か
ぐ

や
姫

の
誕
生

t

古
代
説
話
の
起
源

』

(講
談
社
現
代
新
書
、

「
九
七
三
年
二

月

)
な

ど
。

(二
)
奥
津
春
雄

『
竹
取
物
語
の
研
究
;

達
成
と
変
容
ー

』

(翰
林
書

房
、
二
〇
〇
〇
年

二
月
)

(三
)
奥
津
春
雄

『
竹
取
物
語
の
研
究
―

達
成
と
変
容

』
七
四
四
頁

(翰
林
書
房
、
二
〇
〇
〇
年

二
月
)

(四
)
文
学
研
究
会
叢
書

『
天
鵡
』
三
九
頁

(商
務
印
書
館
、

―
九
三
九
年

版
)

(五
)
『
金

玉
鳳
鳳
』

一
八
九
頁

(少
年
児
童
出
版
社
、

一
九
六

一
年
版
)

原
書
本
文
の
漢
字
を
本
論
文
で
は
繁
体
字
に
改
め
て
引
用
し
た
。

(六
)

文
学
研
究
会
叢
書

『
天
鵡
』

五
三
～
五
四
頁

(商
務
印
書
館
、

「

九
三
九
年
版
)

(七
)
『
金
玉
鳳
鳳
』

一
九

一
頁

(少
年
児
童
出
版
社
、

一
九
六

一
年
版
)

原
書
本
文
の
漢
字
を
本
論
文
で
は
繁
体
字

に
改
め
て
引
用
し
た
。

(そ

う

せ

い
と

く

・
修

士

課
程

)
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